
FIWO関西の「碩醤法」

畿謡蓋慧霊慧試
し　我らは自らの集団を「フレンズ国際労錦キキンブ（FIWO）関西委員会

と呼ぶ。

＜注＞　「フレンズ」とは「去会の」という所有格を意味し凄い。AFgcから

発生したという軽更尊棺でこう言わされているのでもない。「人間皆兄弟」とい

う原霞を我々は伝達した生みの親の名で表わすので参る。この集団を例えば「関

西平和労勧キャンプ」と呼んだ方が拭いと考えるのか？AFSCからの分轄の陵、

AFSC蝕のh Fクの名をとおという要請を拒否した我々の仲間に、むしろ主体

軽を感ずるe大体、AE－SCと機構的ほ駆れるから札　F′という名は取るべき定

という発言は、およそ、友会徒（クウェーカー）的で束いと私は考えるo関東委

員会との関係を、主として時間約を関係として考えられる東京友会が、関東委員

会に姪召されるのは当然である。友金縁として、FIWcとの関係を、私はこう

考える。「友会従は自ら進んで自治集団FIWOに加担し、その責任を自らの責

任としてひきうげろという形でつながるべきである」と。

ゑ∴∴∴FIWOという集団を組む理由は、全ての人と私的につながろうという志

の故である。全ての人と一八一八、日清隆妖言お目ハて隣人としてつながろう

とすることであるoレゝゝかえれば、我々の目的は「共同体」の創成にもろ。

＜注＞　FIWcの窮極の目的を塙祉国家」「文化国家」をどというつまらぬ

ものは厘くわけほはゆけぬ。その「穏祉」「文化」とは「衣食住」のことはすぎ
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ぬ。範士会保障」とは私の言葉でいえば、「国家保障」である。「国家僚陸」に

経ずとは、自らの隣人に対する私的責任を抜きはした上での話しで参る。我々の

「窃極」の目的とは私的責任放言お目合で隣人とつをがることではないか。

＆　我々はFIWO r編入」の「主体的能動性」（ボランダリティー）を基礎

とし．国家条超える平和の軍隊（組織された集闘カ）と考える。この為の

・否かえる活動にもFIWCのコールサインを用いることが許され∴）つ

く注＞　労働キャンプをいわゆるセツルメント哀ど区分けされる磯誓亨雪÷考え

るべきでない。客体化された労勧キャンプとはこの様を一つの「彩…告にさざめ

かもしれ流が、主体的に見ればこれはいかなる機能も含みうる「ヰ乳牛詰「寧」

である。その意味で「自慰車」の近い先例として、八終電，ベトコン　真二証言

カストロ．日本の無教会，古神道、平和の先師として、ガンヂと彼の弟子（肇妖

ウィノバ）、日本文化の中では山岸会，初穎玄洋社の流れをくむ杉山電丸子隻を

知るべきで参る、〕（私はMLキングの「非暴力」をかわぬ。彼の「豪藻草」i叶カ

ーマイケルの聴力」n：超えられているがそれを認めていない。MIJキング①正

当を名は「白人国家」内の埴和派」にすさめ。）

＜注急＞　日本SCIの「日的」を抄録する

（1）人間の尊厳を破壊する一切の試みを防止する新しい人間精神を拡大すること。

（2〉　同志的繕合に関する訓練の場所提供。

〈3）自発約番徒者はよる国際的を実際的援助活動。

14）SCIをもって窮壁的ほは国軍に置き挟まるo

㊥∴徽兵制国家では良心的兵役拒否の権利を認めさせること。

以上のSCIの「目的」は明らかに翻訳で参る。私は日本SOIが国擦SOIの
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．可分不可欠の構成要素として自らの体験の中から、世界のSOI運動に、国瞭

窃キャンプ運動に陶か」をつけ加えることを祈る。北森嘉蔵の「薄の痛みの

若学」は明らかは、配本国民（土民）教会が世界教会の必須不可欠の一部となっ

ている証拠を見せているo我々もかくありたいo

A∴∴∴FIWOはいかなる人ほも開かれているo E－IWOは可能浬はあいて普遍

的な集団である。だから、当然「除名j（破門）はFIWOには哀い。

＜注＞　r瞭名」権をもつ集団は「入閣皆兄弟」などと言って嬢ならぬoシモー

ヌウェイユはマリアとの面接体験（霊的体験）を得たので「カトリク」（普遍教

会員）と自覚する。彼女を詣導した神父がいわゆる「カトりク教会」への入会を

勧めると、彼女は軽ん蓑oなぜか？真に「カトリク」たらんとするものは、破

門権」をもつ「カートりク教会」の外にい注げれほなら魚というのである。鞍会」

もまた本来は自発的に形成される。可能性において「カトりク」である教会で参

る。我々が匿会」から受けるべき伝達は、組織となってしまった「友会」では

なく、初心の匿会」であるべきを。その「初心」の伝達を得ている限り、AF

SCが、隈に見える「友会」が何とレ主あうと、我々は、F′IWCと名乗って恥

じる必要は凄い。まことは身近を先例がある。日本文化が生ん蕉無教会であり、

日本の左翼が生んだ「大正行動隊」，京都田中部落の自立学校の経験である。自

発的集団の体験は欧米よりも強く　幅休信仰」の文化をもつ我々の方が壁かであ

ると私は考える。我々に多くのものを与えてくれた欧米文化に、我々が「お返し」

でさるのはこの点では姦いかと考えるo

患∴∴∴FIwCはボランティアはよって支えられる。だから多数決，選挙制度も
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ここでは無用である。「垣毎会」は一年以上、「委員会」は一年の年期で

FIWC関西賓の世話人を買って出る者に支って構成される。

＜注＞　FIWcのボランティアには特別看「権利」はない○たゞ自発的にひき

うげろ「寅任」のみがある。冨lIWOの代表者は選出されるものではなく自らそ

の質権を買って出る者が「なる」の建。FIWOという名で行なわれた集団行動

の一切の責任を自分はとろという者は、代表者であら‖うるCだから、代表着は一

入とは限らぬ。何人いてもレ自hoW voluntesr　〝とは私の母語で言えば、ひと

の槌話を買ってでる者、公的責任は差引hてとる者という意味で、埴話人」恒

使者」と向へ東口の。ボランティア集団旅∴おら（ては、「責任」の体系のみがあって、

「綽刺」の体系は本来あり徳治。座員」とは「オレほ任せてくれ」と立江小窓し

た者、「リーダー」とは自分のある事に濁する切実さの故にひとに呼びかけ、ひ

とを「ひっはって」ゆかず償却・ぬ者の意味である。他人に委任されて「新鶴叫

をもつ者とか、組織が任命した「藍督」という意味ではをい。

多数決も選挙制霞も、参加一人一人の能動性の差異を無役している。ボランテ

ィア集団では能動性の強固東署は一人でも盲人を説得しクる。そのダイナミック

スがAFSCから教えられた「全会一致」の兵の内容であろう。

6　　委員会費を払う者は、財政ボランティアであって、その尊はよっていかな

る権刺も発生しをい。

＜注＞　労働ボランティアと財政ボランティアとはしばしば同一人物であるが、

分けて考えなくてはならぬo委員（世話人）は財政ボランティアの中からのみ出

現するものではをhL、FIWOの綺報を求める著は必ずしも財政ボランティア

でなければならぬという串はないo財政ボランティアについては、創価学会財政
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倍空を参考にせよo

雪∴∴iFIWC会加者の活動賞は原則として個人負担である○

＜注＞　嘩勘合」制度を設ける事は私は反対で渋ないが、それはFIWcなる

手短餓」が編入は交付するものではない。参加著相互が話し合いの土で融通しも

うものである。広島tでは公式派遣者は半額交付とし報告蕾提出の義務の規定があ

るが、私はこのよう素規則成分化は関心はない。むしろ原則として個人負垣、報

告高誼出は個人の主体的能動性において奨励しあいたいと考える。

8∴iFIWOは世間期待するような匝繊」ではない机暗闘空間両面はわた

って「公的」挫格をもつ集団でもる事を忘れてはをら親。

＜注＞「人間嘗兄弟」という以上、時空を超えた未知の「兄弟」を恵鶉の内に

置かねぼ去らぬ。未知の「兄弟」との関係は松的」哀ものでもるoそれ故に我

々は仲間内の云薬を用いてはならぬ。（外国籍奮加若のために「喜知らせ」は英

文を加える串をすすめる。）

しっかりした記録を残さなくては浸らぬo r責任の所在を明確にしなくてほな

らぬくFIWC関西の主体たるアドレスと責任者個人名を明記する串）言葉を媒

介にできぬゴミュニダーシ婁ンのために「黙想」を重視せねは充ち放。（これは

我々の生みの窺「去会」の沈黙礼拝の形式をうげっいたはすぎ鞭とは私は考えぬ。

カーマイケルと彼に拒否された噌人」デリンジャーは「黙想」を通してしかも

すばれないではないか。）
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一〇日－

最后に私の「土民」の意味を附して置く。

「土民」とは部落共同俵にかゝある青菜だから、「個人」そのものではない

が、「士民」の畠には地上を一周するムラとムラと連続は見えでも「国家」は

見えぬ。この事を重視したho

また言「士民」にはその後が立つ「土地」「風土」「文化」萄ゝゝわる彼と

の嘩係」が見える。日本の「士民」は日本国寅とは必ずしも童女合もぬ。在

日朝鮮人もアメリカ国籍の人間も日本杜氏」薫りうる。

これ脆比して「市民」なる日本語は鞄象的である。自らが立つ地点を璃確に

しなくてすむ砲隊市民」をとが考えられるから窯。求一方′o∴ロブスンベ辞

はこゝほ立っ」とのゝ、自覚した部落氏は「我々は部落の民去り」と裏を託し

て、多数派（アメリカ幅人国家」の白人、日本の中産騎級）の「離博勘

を拒絶するのは、この土民たる故である。グィノバは車輌紛争の際、越して申

国軍の侵入を待ち、こう言った。「中国のもの、インドの土地というもの相姦

ho土塩は神と人民のもの」と。この「人民」は私の「土民．」である。

人間は「士民」として生れる。国民」は仮空である。両氏」は抱象的で

あるo

ー専務上の了解事項－

1委員会は連絡調整の寧務を受けもつ世話人会である。

各種の各委員会（例えばFIWC関西蚕。常套。理事会。阪大FIWO問

の関係は上部く　＞下部の構造をもつのではなく、世話の範囲、役割の違い
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があるだけである°

委員会の役割

ィ　ずIWO関西の名の下で行夜あれえ行動は関する対社会的責任

口　会計。（会計．会琵収集．予算．決算）

ハ∴委員会議（世話人の打合わせ会）の実施

と∴渉外（兄弟，他団体との連絡事務）

ホ　キャンプ企画（募金祭の計画を含む）

へ　記録．資料保存

卜　財産の管理

チ　広報

り　経織（organはi。g）（恒良」「08－」「参加者」に関する昏務）

a　現状の構造

イ　駕任委員会

ゥ　理事会

ハ∴糞員会

ニ　「学内」サークル

ホ∴FIWC連合（EC）

へ「重国労敏キャンプ連合」

4．

イ　委員会代表者（委員長．穎尊長）

〇　会計（会費収集．出版物会計）

ハ∴委員会適当（委員会議の開催築寧務。渉外，「会員」蕃務）

ニ　キャンプ計画（交流の家建設計画。その他のキャンプ計画。姿金一募金等
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一計圃）

ホ　交流の家書記局（法人化．家の管理運営，語録，資料整理，保存）

へ　交流の家会計（寄附等の管理．請寅．決算）

－rt一　毎年の蟹鍋行事（例　夏の長期キャンプ）

5　キャンプについて（リーダーのすること）

イ∴車∴前

a∴20目前（短鰯キャンプの場合）

キャンプ抱の現状認査（他車の打ち合わせ）詩の日のふりかえ作業．日

取り，寝具．食尊，入浴．必要な道具．利用できる道具．詳経た遺煩，

プログラム立案．付添衣類．キャンプ地の責任者．接渉種芋，馨渉すべ

き近隣社会の人の住所、竃諸、氏名の確認o

b　15日鶉

∵）∴雪中触らせ作成、発送

一一Cf－

（i）短い英文も附加（外国人参加者のために）

や）発送先，金貨納入者．番知らせ請求者。キャンプ地。兄弟友好団

体。資料保存所。

ii）　申込者確認o日程°道具，寝具．料理，器具の箪衛o名札の準備。

ロ　キャンプで

相互自己紹介（名前遊びetcも考える）。参加費の収集。名簿詩人（学校

入牢年踵．生年．キャンプ内での友人篭含む）〇日竃，FIWC．奨励金

制宴，黙想等の説明と参加者の藩案を求める。料理．掃除…‥・当番を決め

る。反省会〇
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ハ∴事　後

持参した道具篤のリストを照合、確認。キャンプ地質住着と話し合い。礼状、

を出すこと。会計予備．名簿．報告書．文集の作成、それらを参加者及び委

員会．友好団体．記録保存所へ渡すo

FIWC連合の資料，語録保存所ぬ二ヶ所（二部送ること）

①　FIWC関西賓内

②　FIWO関東委内

あ知らせ．礼状．報告雷ほは必ず年月日，委員会のフルネーム．その住所．

責任者個人名を明記することo封筒についても同じ。

（追加）

等其語録を必ずつくることo（フイルム．アカバムを委員会記録係ほ琵韻す

ること。

（追加）　広報出版物としては

⑤　FIWC連合統一リーフレット

②　キャンプ風信（ニ＿－ス紙）

⑨　しゃべる（理論藷）

④　一　輪∴車　（感想文集）

⑤　もっこ　く連合ニュース誌）

⑥　もずび（交流の家運動稜関紙）
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フレンズ国際労働キャンプ関西委員会

奈良市中町39交流（むすび）の家

で610742－吐4－0776

1968．6，15　　第1刷

ユ970．6．14∴∴第2別
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割∴刷　　　交流（むすぴ）の家印刷局
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